長崎医学の百年, 第七章　第五高等学校医学部, 第二節　第五高等学校設立区域内協議会 by 長崎大学 医学部 & 中西 啓
第
二
節
第
五
高
等
学
校
設
立
区
域
内
協
議
会
　
明
治
二
十
年
八
月
八
日
、
第
五
高
等
中
学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
毎
年
続
け
ら
れ
た
第
五
高
等
中
学
校
設
立
区
域
内
協
議
会
は
、
明
治
二
十
七
年
七
月
二
日
、
第
五
高
等
中
学
校
が
第
五
高
等
学
校
と
改
称
さ
れ
て
か
ら
、
教
育
刷
新
の
気
運
が
昂
ま
っ
た
た
め
、
こ
れ
に
呼
応
し
て
未
曽
有
の
盛
会
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
、
十
一
月
十
一
日
よ
り
三
目
間
、
第
五
高
等
学
校
本
校
に
お
い
て
開
か
れ
た
協
議
会
に
は
、
九
州
各
県
の
み
な
ら
ず
、
中
国
、
四
国
地
方
よ
り
も
来
会
し
た
。
そ
こ
で
は
、
文
部
省
提
出
の
諮
問
案
の
他
、
各
校
或
い
は
各
教
授
の
提
出
し
た
地
歴
教
授
法
、
萬
国
歴
史
教
授
方
案
、
麦
那
歴
史
教
授
方
案
、
目
本
歴
史
教
授
方
案
な
ど
が
協
議
さ
れ
、
丈
部
省
の
諮
問
案
に
対
し
て
は
、
校
長
中
川
元
が
会
長
と
し
て
逐
条
的
決
議
法
に
よ
っ
て
審
議
し
、
生
徒
各
人
の
境
遇
及
び
目
的
を
知
る
こ
と
、
暗
記
を
省
く
べ
き
こ
と
、
試
験
の
設
題
に
注
意
す
べ
き
こ
と
等
を
決
議
し
、
訓
育
の
目
的
及
び
生
徒
の
理
解
を
容
易
な
ら
し
め
る
べ
き
配
慮
が
な
さ
れ
た
。
　
　
　
第
七
章
　
第
五
高
等
学
校
医
学
部
　
明
治
二
十
八
年
も
、
区
域
内
及
び
連
絡
尋
常
中
学
校
の
中
に
は
長
崎
・
福
岡
・
大
分
．
佐
賀
・
熊
本
．
鹿
児
島
．
宮
崎
な
ど
の
九
州
各
県
の
公
私
立
尋
常
中
学
校
の
他
、
大
阪
・
兵
庫
r
島
根
・
香
川
・
愛
媛
・
高
知
な
ど
の
近
畿
、
中
国
、
四
国
地
方
の
諸
校
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。
　
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
年
）
一
月
、
熊
本
県
知
事
松
本
正
直
は
校
長
中
川
元
に
宛
て
、
協
議
会
会
規
に
関
す
る
公
文
書
を
発
し
、
府
県
会
常
置
委
員
の
出
席
に
関
す
る
経
済
的
考
慮
を
要
請
し
た
。
処
が
、
同
年
六
月
に
至
り
、
明
治
三
十
年
四
月
以
降
、
大
学
予
科
へ
生
徒
を
入
学
せ
し
む
る
に
は
、
高
等
学
校
設
置
区
域
に
依
ら
ぬ
こ
と
が
訓
令
さ
れ
た
。
然
し
、
第
五
地
方
部
高
等
学
校
及
尋
常
中
学
校
協
議
会
規
約
が
そ
の
後
も
制
定
さ
れ
て
お
り
、
明
治
三
十
四
年
に
文
部
大
臣
の
命
令
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
高
等
学
校
、
尋
常
中
学
校
の
形
式
及
び
内
容
の
整
備
に
大
ぎ
な
役
割
を
演
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
協
議
会
は
、
第
五
高
等
中
学
校
設
立
区
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第
二
節
　
第
五
高
等
学
校
設
立
区
域
内
協
議
会
域
内
各
県
の
経
費
分
担
を
協
議
す
る
の
が
最
初
の
議
案
で
あ
っ
た
が
、
地
方
経
済
の
建
直
し
と
、
中
央
集
権
的
な
文
教
政
策
の
変
遷
に
よ
っ
て
遂
に
廃
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
長
崎
県
で
は
、
医
学
部
設
立
の
地
理
的
関
係
上
、
各
県
国
税
高
並
び
に
地
方
税
の
率
と
、
人
口
率
と
に
よ
っ
て
課
し
た
他
に
、
総
額
十
分
の
一
を
増
課
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
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